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伝承マニュアルの作成と指導育成活動の展開

●執筆指導講師

森 和 夫(もり か ずお)

現職株式会社技術 ,技能教育研究所代表取締役。工学博士。主な経歴は東京農工大学教授 (～2006年3月 ), 徳島
大学教授 (～2004年3月),職 業能力開発総合大学校教授,助 教授,講 師 (～2000年3月)。

職業能力開発,産 業教育学 ・労働科学を専門とし,産 業界を中心に活動。ライフワークは 「技の上達」。 ものつく
り労働では,手 工芸品製造 ・機械製造 ・電気電子機器製造 ・素材製造を対象とした。サービス労働では看護 ・介譲 ・

調理 ・美容 ・ホテル ・レストラン…情報サービス・販売 ,メ ンテナンスを対象とした。現在は技術 ・技能伝承方法
のセミナー,講 演の他,企 業との共同研究, 出版活動を行っている。

研究開発したシステムは 「技術 ・技能伝承システムJ「看護OJTリ ーター研修」「SAT・技能分析手法」「美容接遇
指導法」「PROTS・ 指導技術訓練システム」「CUDBAS・ 職務分析手法」「クリニカルラダー開発手法」がある。主
な著書 ,論文には 「技術 ,技能伝承ハンドブック」(JIPMソ リューション,2005),「技の学び方 ・教え方J(中 央
職業能力開発協会,2002),「現場でできる技術 ,伎能伝承マニュアル」(日本プラントメンテナンス協会,2002),
「技術 ・技能伝承マニュアルの作 り方」(日本プラントメンテナンス協会,2001),「 プラントメンテナンス技能の

評価チェックリストの開発研究」(日本プラントメンテナンス協会,200o),「職人に学ぶ―技の伝承と文化」(高等
教育情報化権進協議会,2000),「職場でできる技術 ・技能の伝承と創造」(中小企業労働福祉協会, 1998),「ハイ
テク時代の技能労働」(中央職業能力開発協会,1995),「技能習熟における能力の構造化過程」(学位論文, 1995),
「PROTSと 人造リー能力開発担当者のための指導技術」(海外職業訓練協会,1992)が ある。
学会活動は日本産業教育学会会員,人 類駒態学会理事, 日本人間工学会評議員として活動。海外活動は2004年度 ・

2003年度はグァテマラ共和国,1998年度はボリビア,1996年度はフィリピンに」ICAよ り海外短期派遣専門家とし
て派遣され技術教育の指導者養成を実施。
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